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３週間が経過するまで 
お待ちください 

輸血情報 

【SARS及びWNV感染症と血液製剤の安全性確保について】 
アジアを中心に発生している重症急性呼吸器症候群(SARS)や、昨年米国で大流行
したウエストナイルウイルス(WNV)感染症に対する関心が高まっています。 
日本赤十字社では、国内外の様々な情報に素早く対応し、血液製剤を介したこれら
の感染症の伝播を防止するために、全力を挙げて安全性の確保に努めております。 

重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）及びウエストナイルウイルス（ＷＮＶ）感染症 

ＳＡＲＳ及びＷＮＶ感染症に対する日本赤十字社の安全対策 

ＳＡＲＳウイルス・ＷＮＶは、いずれも感染後の潜伏期間が2週間以内とされています。                               
日本赤十字社では平成15年3月28日から、帰国（入国）後3週間以内の方からの採血を行わないことと
する感染防止対策を実施しています。 
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名 称    
分 類    
 
 
形状・大きさ等 
 
 
ウイルス血症
潜 伏 期 間    
症 状    
重 篤 症 状    
重篤化の背景    
有効な治療法   

ＳＡＲＳウイルス （ＳＡＲＳ-CoV） 
コロナウイルス科コロナウイルス属             
直径約 70-140nm 
　→ ナノフィルトレーションにより除去可能 
脂質エンベロープあり 
　→ Ｓ／Ｄ処理有効 
加熱処理有効 
あり             
通常1-11日とされている             
発熱・筋痛・悪寒・戦慄・喀痰のない咳嗽             
ARDS(急性呼吸窮迫症候群)             
高齢者、免疫不全状態にある患者             
確立されていない 
供血延期 ： 帰国後14日、暴露後14日、 
　　　　   完治後28日 
供血延期 ： 帰国後10日 

ウエストナイルウイルス（ＷＮＶ）             
フラビウイルス科フラビウイルス属             
直径約 50nm 
　→ ナノフィルトレーションにより除去可能 
脂質エンベロープあり 
　→ Ｓ／Ｄ処理有効 
加熱処理有効 
あり            
通常 2-14日とされている             
発熱・頭痛・疼痛・悪心・嘔吐・眼痛等             
脳炎・髄膜炎・髄膜脳炎・急性弛緩性麻痺 
高齢者、免疫不全状態にある患者             
確立されていない             
供血延期 ： 発症後28日、完治後14日 
問診強化 ： 該当者からの供血28日延期* 
供血延期 ： 発症後8週間 

米国  

カナダ 

項　目 ＳＡＲＳ ＷＮＶ感染症 1）2）3）4） 5）6）7） 

*WNV感染症流行期（6/1-11/30）限定措置；頭痛を伴う発熱に関する問診を追加 

2003.5.20現在 

帰国（入国）当日 

海外滞在 帰国第１週 帰国第２週 

献血延期依頼期間 献血延期の解除 

発症観察期間 

潜伏期間 

海外滞在者海外滞在者の帰国帰国（入国入国）後の献血献血について 

１週程度の予備期間 

帰国第３週 

潜伏期間 

発症 

感染 

海外滞在 帰国第１週 帰国第２週 

献血延期依頼期間 献血延期の解除 

発症観察期間 

帰国（入国）当日 

潜伏期間 

海外滞在者の帰国（入国）後の献血について 

１週程度の予備期間 

帰国第３週 

潜伏期間 発症 感染 
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検査の限界を補完する問診 

血漿分画製剤の安全性 

第Ⅷ因子製剤（クロスエイトM） アルブミン製剤（赤十字アルブミン） 

最終バルク調整 

イオン交換クロマトグラフィー 

ナノフィルトレーション 

第Ⅷ因子画分 

イムノアフィニティクロマトグラフィー 

Ｓ／Ｄ処理 

ウ イ ル ス 不 活 化 工 程 

ウ イ ル ス 除 去 工 程 

沈殿（クリオプレシピテート） 

液状加熱処理(60℃､10時間） 

最終バルク調整 

イオン交換樹脂処理 

アルブミン画分 

コーンの低温エタノール分画法 

上清（脱クリオ血漿） 

原 料 血 漿 

*1 *4

*1

*1

*2

*3

*4

*3

*2

*3

洗浄・溶出→ 

←溶解 

←限外ろ過 

←無菌ろ過・分注 

洗浄・溶出→ 

無菌ろ過・分注・凍結乾燥→ 

血漿分画製剤についても、国内献血

由来の血液を原料とし、海外から帰

国（入国）された方からは、3週間が

経過した後に採血していることに加

え、製造工程においてウイルス除去・

不活化を実施していることから、安

全性が確保されています。 

他の目的とともにウイルス除去が
行われる工程 

他の目的とともにウイルス不活化･
除去が行われる工程 

＜献血申込み者に対する問診票＞ 

地球規模での移動が可能な現代では、海外から病原体が
国内に持ち込まれ、時に血液製剤による感染が起こる可能
性があります。 
ＳＡＲＳやＷＮＶ、マラリアやシャーガス病、vCJD等が、血液
製剤を介し伝播するリスクを排除できないことによる質問項
目です。 

既往歴の中で、血液製剤による感染の可能性のある疾
患や、家族内感染の可能性について質問しています。
未知のあるいは検出法が確立されていない病原体によ
る感染のリスクを考慮したものです。 

発熱は感染症の最も一般的な症状で
あり、服薬や注射についての質問は、そ
の薬物を必要とした疾患や症状を知る
ためのものです。 

過去の輸血・移植による感染症
の伝播リスクを排除できないこと
から質問しています。 




